考古学から見た日本古代国家形成過程の東北地方 by 藤澤  敦
考古学から見た日本古代国家形成過程の東北地方




博 士 論 文 
考古学から見た日本古代国家形成過程の東北地方









　 ５．「 日 本 の 歴 史 」 の 構 造 的 問 題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９
第 １ 章　 東 北 地 方 に お け る 古 墳 の 分 布 と 変 遷 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11
　 １． 東 北 地 方 に お け る 前 方 後 円 墳・ 前 方 後 方 墳 の 分 布 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11
　 ２． 古 墳 の 編 年 基 準 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17
　 ３． 東 北 地 方 に お け る 主 要 古 墳 の 変 遷 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21
　 ４． 東 北 地 方 に お け る 古 墳 分 布 域 の 変 化 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25
　５． 東北地方の主要古墳の分布と変遷から導き出される問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥27
第 ２ 章　 仙 台 平 野 に お け る 古 墳 の 変 遷 と 画 期 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥29
　 １． 仙 台 平 野 の 古 墳 墓 の 分 布 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥29
　 ２． 古 墳 の 編 年 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥34
　 ３． 仙 台 平 野 に お け る 古 墳 の 変 遷 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥41
第 ３ 章　 阿 武 隈 川 下 流 域 の 前 方 後 円 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥45
　 １． 阿 武 隈 川 下 流 域 の 前 方 後 円 墳 の 分 布 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥45
　 ２． 村 田 盆 地 周 辺 の 前 方 後 円 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥49
　　（ １） 村 田 盆 地 周 辺 の 前 方 後 円 墳 の 分 布 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥49
　　（ ２） 古 峯 神 社 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥49
　　（ ３） 夕 向 原 １ 号 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥51
ii
　　（ ４） 方 領 権 現 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥56
　　（ ５） 愛 宕 山 古 墳・ 薬 師 堂 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥56
　　（ ６） 千 塚 山 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥58
　　（ ７） 嶋 館 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥58
　　（８） 村 田 盆 地 周 辺 の 前 方 後 円 墳 の 築 造 時 期 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥58
　 ３． 伊 具 盆 地 の 前 方 後 円 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥61
　　（ １） 長 泉 寺 裏 山 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥61
　　（ ２） 吉 ノ 内 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥61
　　（ ３） 台 町 20 号 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥64
　 ４． 白 石 盆 地 の 前 方 後 円 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥69
　　（ １） 瓶 ヶ 盛 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥69
　　（ ２） 鷹 巣 20 号 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥70
　　（ ３） 亀 田 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥70
　 ５． 阿 武 隈 川 下 流 域 に お け る 前 方 後 円 墳 の 変 遷 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥71
　 ６． 阿 武 隈 川 下 流 域 の 首 長 墓 系 譜 か ら 見 た 首 長 の 性 格 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥73
第 ４ 章　 東 北 地 方 に お け る 埴 輪 生 産 の 展 開 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥79
　 １． 円 筒 埴 輪 編 年 の 二 重 性 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥79
　 ２． 東 北 地 方 の 埴 輪 出 土 遺 跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥86
　 ３． 富 沢 窯 跡 系 列 と 五 反 田 古 墳 系 列 の 埴 輪 編 年 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥86
　　( １) 仙 台 平 野 に お け る 従 来 の 円 筒 埴 輪 編 年 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥86
　　( ２ ) 富 沢 窯 跡 系 列 の 再 検 討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥89
　　( ３) 五 反 田 古 墳 系 列 に つ い て ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥95
　　( ４ ) 残 さ れ た 課 題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥95
　 ４． 天 王 壇 古 墳 系 列 の 埴 輪 編 年 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥97
　５． 東北地方における窖窯焼成埴輪の波及と生産‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥101
　　( １ ) 孤 立 存 在 型 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥101
　　( ２ ) 隣 接 移 動 型 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥103
　　( ３ ) 定 着 生 産 型 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥103
　 ６． お わ り に ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥105
iii
第５章　仙台平野における埴輪樹立古墳の墳丘と外部構造‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥107
　 １． 仙 台 平 野 に お け る 埴 輪 樹 立 古 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥107
　 ２． 大 型 墳 の 墳 丘 と 外 部 施 設 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥110
　　（ １） 裏 町 古 墳 の 墳 丘 と 外 部 施 設 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥110
　　（ ２） 名 取 大 塚 山 古 墳 の 墳 丘 と 外 部 施 設 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥112
　　（ ３） 大 型 墳 に お け る 墳 丘 と 外 部 施 設 の 共 通 性 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥112
　 ３． 中 小 墳 の 墳 丘 と 外 部 施 設 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥114
　　（ １） 三 神 峯 古 墳 群 の 測 量 調 査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥114
　　（ ２） 大 野 田 １ 号 墳 の 墳 丘 と 外 部 施 設 の 復 元 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥116
　　（ ３） 中 型 墳 に つ い て ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥118
　４．墳丘築造方法と外部施設に現れた格差とその背景‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥121
第 ６ 章　 東 北 地 方 の 首 長 墓 と 小 規 模 墳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥125
　 １． 対 象 地 域 と 検 討 の 方 法 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥125
　 ２． 仙 台 平 野 に お け る 小 規 模 墳 の 分 布 と 変 遷 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥126
　　（ １） １ ～ ４ 期（ 前 期 ） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥126
　　（ ２） ７・ ８ 期 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥130




　　（ ２） 小 規 模 墳 の 占 め る 位 置 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥138
　４． 伊具盆地における群集墳の分布とその基盤‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥139
　　（１） 伊具盆地における７・８期の古墳群‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥139
　　（ ２） 古 墳 群 の 分 布 と 造 営 の 基 盤 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥142





　　（ ３） 小 規 模 墳 と 古 墳 時 代 社 会 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥150
第 ７ 章　 倭 の「古 墳」 と 北 東 北 の「末 期 古 墳」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥153
　 １． 北 東 北 の「 末 期 古 墳 」 の 特 徴 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥153
　　（ １） 分 布 と 築 造 時 期 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥153
　　（ ２） 墳 丘 と 外 部 施 設 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥154
　　（ ３） 主 体 部 構 造 と 副 葬 品 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥155
　 ２． 倭 の「 古 墳 」 と「 末 期 古 墳 」 の 比 較 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥157
　 ３．「 古 墳 」 と い う 言 説 の 限 界 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥161
第 ８ 章　 倭 の 北 の 周 縁 に お け る 境 界 と 相 互 関 係 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥163




　　（ ３） ６ 世 紀（ 古 墳 時 代 後 期 ） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥174
　 ３．７ 世 紀 以 降 の 様 相 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥176
　 ４． 倭 の 北 の 周 縁 に お け る 境 界 と 相 互 関 係 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥181
第９章　創出された境界－倭人と蝦夷を分かつもの‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥183
　 １． 文 献 史 料 か ら 見 た 律 令 国 家 と 蝦 夷 の 境 界 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥183
　２． 考古資料の分布と倭（日本） 人と蝦夷の領域‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥186
　　（ １） 太 平 洋 側 の 様 相 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥186
　　（ ２） 日 本 海 側 の 様 相 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥187
　 ３． 考 古 学 的 文 化 の 変 移 と 国 家・ 民 族 の 境 界 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥189
　 ４． 境 界 創 出 の た め の 他 者 認 識 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥193
終 章　 東 北 地 方 か ら 見 た 日 本 古 代 国 家 の 形 成 過 程 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥195
　 １． 東 北 地 方 か ら 見 た 古 墳 時 代 の 政 治 構 造 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥195
　 ２． 蝦 夷 論 の 基 本 構 造 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥196
v　 ３． 日 本 考 古 学 の 枠 組 み を 支 え る 確 信 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥198
　 ４． 結   語 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥200
引 用・ 参 考 文 献 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥201


















































































































































































8関東から山陽地方に至る範囲が含まれる。さらに南を北緯 33 度、北を 37 度まで広げると、
東北地方と新潟県や能登半島を除く本州のほとんど、四国の全域、九州の北半部が、この


























































































































































































































































は、 研 究 史 の 検 討 を 含 め て
指摘してきた（藤沢 1992a・














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  広瀬川左岸の自然堤防上に立地する。大型古墳としては、主軸長 110 ｍで前期の前方後
円墳である遠見塚古墳がある。他に前期の墳墓としては、中在家南遺跡で方形周溝墓３基













































































































































































ていることなどから、Ⅴ期前半のものであろう（藤沢敦 1992 ａ )。
　これらの円筒埴輪が伴う古墳に後続する古墳は、出土遺物から築造時期が確実な古墳は
少ない。その中で問題となるのが、刳抜石棺を伴う一塚古墳と二塚古墳である（伊東信雄




































































窪古墳群は 29 基からなり、前方後円墳は名取大塚山古墳と 17 号墳だけで、他は中小円












































































































ては、1993 年から 1996 年にかけて新たに発見されたもので、筆者が中心となって測量
調査を行ったものである５）。この尾根上には、一つの遺跡と二つの前方後円墳が並んで立
地している。最も南側の愛宕山遺跡は、従来より弥生土器・土師器が出土することが知































































は次第に高くなり、くびれ部から前方部東側では、標高 158.5 ｍから 159 ｍのところに
墳裾が確認できる。さらに前方部前端に向かって、墳裾の標高は高くなり、前方部前端で
は 160.25 ｍのコンター付近に墳裾がある。前方部西側コーナーから西側のくびれ部にか








丘推定に基づく規模は、主軸長 57 ｍ、後円部径 38.5 ｍ、前方部長 22 ｍ、くびれ部幅 19 ｍ、
前方部前端幅 24 ｍ、後円部高さは後端から測ると 5.5 ｍ、東側からは 7.5 ｍである。前

























































が実施されている（千塚山古墳測量調査団編 1992）。主軸長 85 ｍの前方後円墳で、前方
部がバチ形を呈する可能性がある。後円部径約 50ｍ、前方部長約 38ｍ、前方部幅約 22ｍ、










































































　長泉寺古墳群は、前方後円墳１基と円墳 20 基程からなる（遠藤久七 1984）。前方後円
墳の長泉寺裏山古墳は、現在は長泉寺の墓地として利用されており、後円部後端から前方
部東側にかけては改変が大きい（藤沢敦・大友喜助 1992）。そのため、コンターのみを抜
き出した図に、推定される墳形を書き加えたのが図 23 の右側である 10）。この墳形推定に




























　横倉古墳群中には、埴輪が伴なう古墳が 18 号墳・宮地古墳（21 号墳）・松崎古墳（60 号墳）






おおむねＴＫ 208 型式からＴＫ 23 型式にかけての時期のものである（藤沢敦 1992a）。
図 24　吉ノ内古墳 ( 横倉７号墳 ) 測量図
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（３）台町 20 号墳（図 25 ～ 28）
　台町古墳群は、阿武隈川沿いの丘陵上に立地する、総数 178 基以上の古墳群で 11）、宮
城県南部では、村田町から柴田町にかけて分布する上野山古墳群に次ぐ数を誇る古墳群で




れる（藤沢敦 2006a）。墳長 28 ｍ、後円部径 20 ｍ、後円部墳頂径約９ｍ、前方部長 10 ｍ、
くびれ部幅 11 ｍ、前方部前端幅 13 ｍである。後円部後端から測った後円部の高さ約３ｍ、
前方部前端から測った前方部の高さは約２ｍとなる。小型の前方後円墳である。










図 25　台町古墳群分布図と台町 20 号墳測量図
（左：古川一明 1991 より、

































表 10　台町 20 号墳出土遺物一覧表
67
図 26　台町 20 号墳出土遺物 (１)
68
図 27　台町 20 号墳出土遺物 (２)
図 28　台町 20 号墳出土遺物 (３)
69
13）。そのため、鉄剣については、20 号墳に伴う遺物とすることは留保しておきたい。し
たがって、台町 20 号墳の築造時期は、集成編年の 10 期と想定しておきたい。
４． 白石盆地の前方後円墳
（１） 瓶ケ盛古墳（鷹巣 12 号墳、図 29）




図 29　鷹巣古墳群分布図と瓶ヶ盛古墳 ( 鷹巣 12 号墳 )・鷹巣 20 号墳測量図
70
　瓶ヶ盛古墳（鷹巣 12 号墳）は、当古墳群中、最大の古墳である（志間泰治 1972）。後


























1978）。帆立貝形の亀田古墳は、主軸長 42 ｍ、後円部径 35 ｍ、前方部長９ｍ、くびれ



















　伊具盆地の前方後円墳では、台町 20 号墳が集成編年 10 期に築造されたと考えられ、
伊具盆地の３基の前方後円墳のなかで最も新しいことは疑いない。長泉寺裏山古墳と吉ノ
図 30　亀田古墳群測量図






































































































ノ内１号墳（横倉 54 号墳）が築造され（藤沢敦・大友喜助 1992）、さらに埴輪を伴なう
円墳が続いていくものと考えられる。瓶ケ盛古墳の後には、同じく埴輪を伴なう径 22 ｍ
の 18 号墳（志間泰治 1972）、経塚山古墳（36 号墳、片倉信光ほか編 1976）などの築造
が続き、さらに小型前方後円墳である 20 号墳が築造される。台町古墳群は、造出付円墳

































































10）図 23 の右側に示した、長泉裏山古墳の推定墳形ラインは、以前に示したもの（藤沢敦・大友喜助 1992）から、若
干の変更を加えた。以前の復元ラインは、前方部の幅をやや細くとらえており、等高線の走り方からは、若干広く見た方
が良いと考えて変更した。




















































































































































２ａ段階に編年できる。この大野田 10 号墳の追葬と考えられるＳＫ 15 から出土した土
師器杯（図 37）は佐平林式並行期（藤沢敦 1992b）のものと思われ、ＴＫ 23 型式から
ＴＫ 47 型式にかけての時期と推定される。したがって、これらの埴輪は、須恵器編年の

















































































図 43　原 11 号墳出土埴輪
（縮尺 1/8、平間亮輔 1998 より）
97
れる。しかし、この２系列の円筒埴輪に類似しながら、富沢窯跡系列とも五反田古墳系列
のどちらの変遷にもうまくあてはまらない、原遺跡 11 号墳の資料が存在する（図 43）。






































段の高さが判明する資料を抽出し、それらを表 17 に示した 4)。
　まず、各段の高さと、各段の高さの比率を比較してみたい（図 44・45）。
　谷地古墳群では、第２段から第４段は、11.5 ～ 13cm とほとんど同じである。第１段
は 14cm 程度と、第２段以上より、わずかに高いが、大きな差はない。それに対して天王
壇古墳では、第２段から第４段は、12 ～ 13cm とほとんど同じで、これは谷地古墳群の























































（縮尺 1/10、大友透･菅井仁 1987、鈴木啓･辻秀人ほか 1982、藤沢敦･江川隆 1991、藤沢敦 1992ａより）
































































4) 表 16 の計測値は、谷地古墳群については、筆者が資料化した際の測定値である。天王壇古墳も筆者の測定値である。
天王壇古墳の個体番号は、報告資料は報告書の番号を、未報告資料は未①というように表した。各段の高さは、平均的な
部分を凸帯の中心から 0.5cm 単位で計測している。国見八幡塚古墳は、高倉敏明 1984 の実測図から計測した。
5) 谷地古墳群の①②③は今津節生ほか 1988 の 75 頁に写真が紹介されているものである。④は、図 46 の下段にに示し
106
たものである。









図 42：小川・高橋 2000、平間 1998、結城・藤沢 1987、渡邊・竹田 2000。


















える 1)（図 50、表 18)。これらの円筒埴輪は、名取川と広瀬川にはさまれた郡山低地に、
特に集中する。この郡山低地を中心とした地域で認められる富沢窯跡系列と五反田古墳系
列の、２系列の埴輪編年については、第４章で詳細に検討した（第４章図 42 参照）。こ




に区分できる。最も数が多いのは 20 数ｍ以下の円墳で、これらを小型墳とする。50 ｍ前
後かそれより大きい古墳は、５世紀では、各地域で最大規模となるものであり、これらを













































部上段の範囲と仮定して復元すると、図 51 に示したような墳丘が復元できる 2)。主軸長
























下端（墳丘裾）の直径 62 ｍ、下段上端の直径 56 ｍ、下段の高さ２ｍに対して、上段下















































性が高くなったため、同年 11 ～ 12 月に測調査を行った 5）。西側の大きい方の円墳を１
号墳、東側を２号墳と呼ぶこととする（図 55）。なお、２号墳のすぐ東側、10 ｍ程のと
ころが、富沢窯跡である（渡辺泰伸ほか 1974）。測量調査によって判明した両古墳の規模は、



























































59）。下段下端の径 36 ｍ前後、上段下端の径 22 ｍ前後、下段上面は幅 3.4 ～ 6.4 ｍの幅
の広いテラスとなる。周溝外縁の上端の径は 47 ｍ前後である。墳丘上部は削平されてい
ると考えられる。下段の高さ 0.9 ｍ、上段の高さは 1.2 ｍ以上となる。下段斜面の傾斜は






　鳥居塚古墳は、主軸長 36 ｍ程の前方後円墳である（結城慎一・藤沢敦 1987、渡邊誠・
竹田幸司 2000、廣瀬真理子・吉田信 2011、図 60）。削平が著しく、盛り土はわずかに残
119
存している程度である。そのため、段築の有無は明らかでない。後円部径約 25 ｍ、前方
部長 14 ｍ、前方部幅 16 ｍ、くびれ部幅 13 ｍである。周溝部分の断面を見ると、外側は
場所によって傾斜が異なり、かなり急傾斜になる部分もある。墳丘側となる内側は、いず
れの場所でも 25 ～ 30 度である。葺石の存在を示すような礫は出土していない。埴輪は、
くびれ部などでまとまって出土しており、富沢窯跡系列２ａ段階のものである。























































































1) 表 17 および図 50 に掲載した埴輪出土遺跡には、壺形埴輪は含めていない。壺形埴輪は４ヶ所で知られている。なお、
大野田 29 号墳から 39 号墳については、詳細が未報告のため、この表には含めていないが、埴輪が伴う古墳が多数含まれ
ることが予想される。










































































が傑出した規模であるほか、 飯野坂古墳群に 60 ～ 80 ｍの前方後方墳が４基存在する。































　前期の小規模墳は、次の 11 ヶ所で確認されている 3)。
【多賀城市五万崎遺跡】( 方形周溝墓２基 )
　多賀城跡の第 30 次調査で、方形周溝墓が２基検出されている。規模は 15 ｍ程度のも
のである（宮城県多賀城跡調査研究所 1978）。
【仙台市沼向遺跡】( 円墳 10 基・方墳３基・方形周溝墓７基 )
　浜堤上の遺跡で、同時期の集落の南東側に、古墳が築造された区域が存在する ( 佐藤甲
二ほか 2000、斎野裕彦ほか 2010)。円墳 10 基、方墳３基、方形周溝墓７基が検出されて
いるが、最大のもので 14.7 ｍで、いずれも小規模なものである。最も規模の小さなものは、
4.2 ｍ程のものである。これらの墳墓は前期後半に築造されたと考えられている。４号墳 





























11 ～ 13 ｍである。確実に遺構に伴う遺物がないが、２号円形周溝は古代の第 14 号住居
跡に切られていることから、古墳時代前期の集落に伴う墓である可能性が高い 4)。
【名取市今熊野遣跡・箕輪Ａ地区古墳群】（前方後方墳？１基 ･ 方墳２基 ･ 方形周溝墓 11 基 )
　今熊野遣跡と箕輪Ａ地区古墳群（鴻ノ巣古墳群）は隣接しているが、集落をはさんで今
熊野遺跡の方形周溝墓は山手側に、箕輪Ａ地区古墳群は平野側の段丘崖の縁に立地する。
箕輪Ａ地区古墳群では、墳長 40 ｍ程度の前方後方墳の可能性がある３号墳と、1 号墳（23
ｍ）・２号墳（20 ｍ）の２基の方墳がある（宮城県教育委員会 1973）。今熊野遺跡からは








一連の古墳群と考えるべきであろう（恵美昌之ほか 1985 ～ 1987）。

















　名取大塚山古墳（前方後円墳・90 ｍ）・兜塚古墳（帆立貝形古墳・約 75 ｍ）・裏町古墳（前
方後円墳・約 50 ｍ）などがあげられ、他に円墳か帆立貝形古墳、あるいは造出付の円墳
の可能性があるものも存在する。














































































40 ～ 70 ｍのもの、80 ｍ以上のものに区分することができる。35 ｍ以下の前方後円墳・
前方後方墳に、方形・円形の小規模なものをあわせて、小規模墳ととらえておきたい。こ
れらの中でも特に






















る 7)。 こ の 内、80 ｍ 以 上 の 大 規 模
なものは、亀ヶ森古墳１基だけで、
４期に築造されている。40 ～ 70 ｍ
の中規模なものは、杵ヶ森古墳（46
























































































（藤沢敦・大友喜助 1992 より、縮尺 1/15,000）
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が高い。他には、長泉寺８号墳が 1984 年に発掘調査されている（遠藤久七 1984）。遺存
状態は良くなかったが、径 13 ｍの円墳で、墳丘から土師器高坏と石製模造品が出土して
おり、これらから TK23 型式期に築造されたと考えられる（藤沢敦・大友喜助 1992）。
【角田市鱸沼古墳群】（８基）




























墳からなり、その内の１基（館島田古墳）が 1967 年に調査されている。径 20 ｍの円墳で、


























































































































































































































































か 1998）。このうちの SX2818 では方形にめぐる溝で囲まれた内部に、掘立柱建物 SB2879 が検出されている。
この建物は１間四方で、溝で囲まれた中心に位置する。そのため、周溝をめぐらす竪穴住居の主柱穴の可能性
もある。もう一つの SX2823 では柱穴は確認されていないが、SX2818 に隣接し溝の方向も類似することから、
同様の周溝をめぐらす竪穴住居の可能性がある。そのためここの検討には含めなかった。
4) 西野田遺跡の円形周溝墓と同様に、古墳時代前期の集落に伴う例としては、岩沼市北原遺跡で検出された１
号円形周溝（12.5 ｍ）と２号円形周溝 （22 ｍ）がある（小村田達也ほか 1993）。しかし北原遺跡の場合、２号
円形周溝が前期の住居を多数切って築造されており、年代が下る可能性が高いと考え含めなかった。
5) 大野田古墳群では、これまでに鳥居塚古墳（前方後円墳）・春日社古墳（円墳）・五反田古墳（円墳）・王ノ壇古墳（円
墳）・大野田１～ 40 号墳（円墳）の、合計 44 基が確認されている（長島栄一 1982、結城慎一・藤沢敦 1987、
























































































































五条丸 22 号墳 長沼 1号墳
和泉沢 15 号墳























































































































































































































































































































































た 441 点の石器の内、トゥール類の多数を占めるスクレイパー類の出土点数が 62 点であ





















図 86　岩手県奥州市中半入遺跡 105 号住居跡の構成
( 高木晃ほか 2002 より、一部改変）
( 高木晃ほか 2002 より、一部改変）
174
るものは、これも角塚古墳とほぼ同時期の 105 号住居跡である（図 86）。105 号住居跡
は、一部しか調査されていないため不明な点も多いが、貯蔵穴のあり方から造り付けの竈
が存在した可能性が高い。地床炉も造られており、炉の周囲には小ピットがある。トゥー




























図 87　宮城県加美町米泉館跡 SK7 と出土遺物


















































































































































































6) 図 83 に掲載した図面の出典は、以下の通りである。






















































　『 日 本 書 紀 』
大 化 ４ 年 (648)
の磐舟柵造営記
事に「蝦夷に備
ふ 」 と 目 的 が












木 簡 を 取 り 上
げ、「 狄 」 は 日
本海側の蝦夷を









































































本 ） 人 と 蝦 夷 と の 境 界
に、考古資料の分布で一













































































































































































































































2)Fredrik Barth, 1969, Introduction, Ethnic Groups and Boundaries　青柳まちこ編・監訳『「エスニック」とは何か　エス
ニシティ基本論文選』新泉社、1996 年に邦訳が所収されている。
　第９章は、藤沢敦「倭と蝦夷と律令国家」（『史林』第 90 巻第１号、４～ 27 頁、史学研究会、2007 年）の一部と、藤沢敦「古
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宮城県教育委員会 1978「Ⅳ古墳（測量調査）」『宮城県文化財発掘調査略報（昭和 52 年度分）』宮城県文化財調
査報告書第 53 集、216 ～ 237 頁。東北大学文学部 1982『考古学資料目録 Vol. ２』東北大学文学部。今津節生
ほか 1988『企画展　東国のはにわ』福島県立博物館。古川一明 1991『台町古墳群』宮城県文化財調査報告書第
144 集抜刷・丸森町文化財調査報告書第 10 集。藤沢敦 2001「阿武隈川下流域の前方後円墳 ( その２)」『宮城考
古学』第３号、31 ～ 52 頁、宮城県考古学会。藤沢敦 2006「第３章台町古墳群の測量調査」『小規模墳の消長に
基づく古墳時代政治・社会構造の研究』平成 15 ～ 17 年度科研費研究成果報告書、41 ～ 72 頁、東北大学大学
院文学研究科。
塚田古墳群：志間泰治 1966『伊具地方における古墳の実測調査研究』（ガリ版）。志間泰治 1971「宮城県丸森町
塚田古墳群」『日本考古学年報』19、142 ～ 143 頁、日本考古学協会。
榛原古墳：志間泰治 1969 「宮城県丸森町榛原古墳」『日本考古学年報』17、129 頁、日本考古学協会。
宮後古墳群：志間泰治 1984「第二章古代　一古墳時代」『丸森町史』217 ～ 234 頁、丸森町。
刈田郡蔵王町
大橋遺跡：太田昭夫 1980「( ７) 大橋遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第 71 集、
289 ～ 362 頁。
宋膳堂古墳：蔵王町史編さん委員会編 1987『蔵王町史資料編Ⅰ』蔵王町。大栗行貴・菊地芳朗 2012「第４章考
察－鷹巣古墳群と周辺の埴輪－」『鷹巣古墳群』白石市文化財調査報告書第 42 集、27 ～ 33 頁、白石市教育委員会。
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郡山横穴墓群：白石市教育委員会 1976『白石市郡山横穴古墳群』白石市文化財調査報告書第 11 号。
坂谷古墳（車丁古墳）：白石市教育委員会 1976『車丁古墳調査報告書』白石市文化財調査報告書第 10 号。
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書第 12 集、17 ～ 61 頁。志間泰治 1972『鷹巣古墳群発掘調査概報』白石市文化財調査報告書第 12 号。片倉信
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西沼田遺跡：名和達朗ほか 1986『西沼田遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書第 101 集。
寒河江市
高瀬山遺跡：渋谷孝雄編 1982『分布調査報告書 ( ９)』山形県埋蔵文化財調査報告書第 61 集。
東村山郡中山町
物見台遺跡：阿部明彦 1986『三軒屋物見台遺跡発掘調査報告書 ( １)』山形県埋蔵文化財調査報告書第 106 集。
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要害古墳群：三浦浩人 2002『要害古墳（第１号墳）発掘調査報告書』山形県山辺町埋蔵文化財調査報告書第 11 集。
山形市
石関古墳：柏倉亮吉 1973「第二章第三節２古墳の出現」『山形市史上巻 原始・古代・中世編』305 ～ 336 頁、山形市。
衛守塚古墳群：後藤守一 1922「漆山古墳実査報告」『考古学雑誌』第 14 巻第 13 号、781 ～ 800 頁、考古学会。
東京国立博物館 1968『東京国立博物館図版目録・古墳遺物篇（北海道・東北）』東京国立博物館。柏倉亮吉 1973「第
二章第三節２古墳の出現」『山形市史上巻　原始・古代・中世編』305 ～ 336 頁、山形市。
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學院大學考古学資料館紀要』第６輯、1 ～ 38 頁、國學院大學考古学資料館。國學院大學考古学資料館河井山遺
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大學考古学資料館紀要』第９輯、1 ～ 30 頁、國學院大學考古学資料館。
南陽市
稲荷森古墳：佐藤鎮雄・保角里志 1979『稲荷森古墳　昭和 53 年度調査概報』山形県立博物館。吉野一郎・茨
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木和田古墳：菊地政信・月山隆弘 1998『遺跡詳細分布調査報告書第 11 集』米沢市埋蔵文化財調査報告書第 61 集。
天神裏古墳：手塚孝・菊地政信・月山隆弘 1999『遺跡詳細分布調査報告書第 12 集』米沢市埋蔵文化財調査報
告書第 65 集。
戸塚山古墳群：加藤稔・亀田昊明・手塚孝ほか 1983『戸塚山第 137 号墳発掘調査報告書－戸塚山古墳群調査報
告書第Ⅰ集』米沢市埋蔵文化財調査報告書第９集。手塚孝・亀田昊明・菊地政信 1984『戸塚山古墳群詳細分布
調査報告書』米沢市教育委員会。
長手古墳群：手塚孝・菊地政信・月山隆弘 1999『遺跡詳細分布調査報告書第 12 集』米沢市埋蔵文化財調査報
告書第 65 集。
成島古墳群：菊地政信・月山隆弘 20031『遺跡詳細分布調査報告書第 14 集』米沢市埋蔵文化財調査報告書第 74 集。






八幡塚古墳：手塚孝ほか 1989『遺跡詳細分布調査報告書第２集』米沢市埋蔵文化財調査報告書第 25 集。
比丘尼平遺跡：手塚孝 1988『比丘尼平発掘調査報告書』米沢市埋蔵文化財調査報告書第 21 集。
古舘山古墳群：菊地政信・月山隆弘 2005『遺跡詳細分布調査報告書第 18 集』米沢市埋蔵文化財調査報告書第 87 集。
寶領塚古墳：手塚孝 1991『寶領塚古墳第Ⅰ次調査報告書』米沢市埋蔵文化財調査報告書第 31 集。
横山古墳：手塚孝・菊地政信 2000『遺跡詳細分布調査報告書第 13 集別冊横山古墳』米沢市埋蔵文化財調査報
告書第 72 集。
東置賜郡川西町
下小松古墳群：藤田宥宣 1986『下小松墳丘群小森山支群第 61・64 号墳調査報告書』川西町埋蔵文化財調査報
告書第 10 集。藤田宥宣 1986『下小松墳丘群鷹持場支群第 105･106･186 号墳調査報告書』川西町埋蔵文化財調
査報告書第 11 集。藤田宥宣 1986『下小松墳丘群小森山支群第 65 号前方後円墳調査報告書』川西町埋蔵文化財
調査報告書第 13 集。大塚初重・小林三郎編 1995『山形県川西町下小松古墳群 ( １)』東京堂出版。小林三郎編







善光寺窯跡：木本元治ほか 1988『国道 113 号バイバス遺跡調査報告Ⅳ』福島県文化財調査報告書第 192 集。木
本元治ほか 1989『国道 113 号バイバス遺跡調査報告Ⅴ』福島県文化財調査報告書第 211 集。
高松古墳群：松本誠 1951『福島縣相馬郡八幡村高松古墳群第一号墳調査報告書』福島縣立相馬高等学校郷土室（ガ
リ版）。梅宮茂ほか編 1964『福島県史第６巻資料編１』福島県。橋本博幸・鈴木啓 2002「高松古墳群出土金銅







真野古墳群：藤田亮策 1948「真野古墳群調査概報」『史学』 第 23 巻第３号、53 ～ 75、 三田史学会。 西徹雄・
堀込静雄 1975『真野古墳群確認調査報告書』鹿島町教育委員会。梅宮茂 1991「〔資料紹介〕双魚佩を出土した
真野 20 号古墳発掘報告文書稿他」『福島考古』第 32 号、39 ～ 45 頁、福島県考古学会。
柚原古墳群：戸田有二ほか 1987『柚原古墳群』鹿島町文化財調査報告書第６集。
横手古墳群：玉川一郎 1999「横手古墳群Ａ・Ｂ」『鹿島町史第３巻』531 ～ 546 頁、鹿島町。
南相馬市（旧原町市）
北山古墳群：堀耕平ほか 2002『原町市内遺跡発掘調査報告書７』原町市埋蔵文化財調査報告書第 28 集。荒淑
人ほか 2003『原町市内遺跡発掘調査報告書８』原町市埋蔵文化財調査報告書第 32 集。
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号横穴出土馬具の調査」『福島県立博物館紀要』第 22 号、1 ～ 13 頁、福島県立博物館。
与太郎内古墳群：竹島国基 1969『原町市高見町１号墳・与太郎内１号墳調査報告』原町市教育委員会。辻秀人・
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高塚古墳群：渡部晴雄 1959「福島県双葉郡高塚古墳」『日本考古学年報』８、89 ～ 90 頁、日本考古学協会。梅
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さん委員会編 1976『いわき市史第８巻原始・古代・中世資料』いわき市。今津節生ほか 1988『企画展東国のは
にわ』福島県立博物館。高島好一・馬目順一 2010『神谷作 106 号墳・白穴横穴群』いわき市埋蔵文化財調査報
告第 141 冊。
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白穴横穴墓群：高島好一・馬目順一 2010『神谷作 106 号墳・白穴横穴群』いわき市埋蔵文化財調査報告第 141 冊。
竹の下古墳：馬目順一ほか 1970『竹の下古墳緊急発掘報告』福島県いわき市教育委員会。
館崎横穴墓群：國府田良樹・馬目順一ほか 1989『館崎横穴群』いわき市埋蔵文化財調査報告第 23 冊。
舘山横穴墓群：渡辺一雄ほか 1971『舘山横穴』福島県いわき市教育委員会。
玉山古墳群：木幡成雄ほか 2009『県指定史跡玉山古墳』いわき市埋蔵文化財調査報告第 135 冊。






2000「八幡横穴 14 号墓の甲冑」『福島考古』第 41 号、31 ～ 48 頁、福島県考古学会。
横山古墳群：松本友之 1985「横山古墳出土の円筒埴輪について」『いわき地方史研究』第 22 号、4 ～ 12 頁、い
わき地方史研究会。猪狩忠雄 2001『横山Ｂ遣跡』いわき市埋蔵文化財調査報告第 77 冊。梛良幸広・廣岡敏 2002『横
山古墳群』いわき市埋蔵文化財調査報告第 82 冊。
龍門寺古墳群：廣岡敏ほか 1985『龍門寺遺跡』いわき市埋蔵文化財調査報告第 11 冊。
伊達郡国見町
下入ノ内遺跡：佐藤博重ほか 1980「下入ノ内遺跡」『伊達西部地区遺跡発掘調査報告』福島県文化財調査報告書
第 82 集、86 ～ 105 頁。
堰下古墳：柴田俊彰・加茂晋 1972「堰下古墳調査報告」『国見町の文化財』 国見町文化財調査報告書第１集、
27 ～ 35 頁。
塚目古墳群（国見八幡塚古墳、国見町分）：梅宮茂ほか編 1964『福島県史第６巻資料編１』福島県。高倉敏明・
柴田俊彰 1977「古墳と豪族」『国見町史１』63 ～ 84 頁、国見町。高倉敏明 1984「国見八幡塚古墳出土の埴輪



















下鳥渡八幡塚古墳：柴田俊彰 1989『八幡塚古墳確認調査報告書』福島市文化財調査報告書第 33 集。引地光太・
今野賀章 1998『八幡塚古墳』福島市文化財調査報告書第 117 集。
下鳥渡稲荷塚古墳：柴田俊彰 1989『八幡塚古墳確認調査報告書』福島市文化財調査報告書第 33 集。
月ノ輪山古墳群：柴田俊彰・佐藤耕三ほか 1989『月ノ輪山１号墳』福島市埋蔵文化財報告書第 32 集。
浜井場古墳群：梅宮茂ほか 1969『福島市史第６巻』福島市教育委員会。西村博幸 2003『浜井場古墳群』福島市
埋蔵文化財調査報告書第 169 集。






二子塚古墳：辻秀人 1987『古墳測量調査報告』福島県立博物館調査報告第 16 集。
谷地古墳群：梅宮茂ほか編 1964『福島県史第６巻資料編１』福島県。今津節生ほか 1988『企画展東国のはにわ』
福島県立博物館。戸田伸夫・阿部知己 2004『下館跡発掘調査報告書（第１次）』大玉村文化財調査報告書第 11 集。
本宮市（旧安達郡本宮町）
庚申壇古墳：菊地芳朗ほか 2008『庚申壇古墳１』福島大学考古学研究報告第３集､ 福島大学行政政策学類考古





蝦夷穴横穴墓群：佐久間正明ほか 2002『蝦夷穴横穴墓群－ 12・13 号横穴調査報告－』福島県郡山市教育委員会。
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郡山市教育委員会 2004『蝦夷穴横穴墓群－ 12・13 号横穴出土遺物報告－』福島県郡山市教育委員会。
大安場古墳：柳沼賢治ほか 1997 ～ 2004『大安場古墳群－第１～５次発掘調査報告－』福島県郡山市教育委員会。
蒲倉古墳群：柳沼賢治『蒲倉古墳群－分布調査・試掘調査報告－』福島県郡山市教育委員会。
北山田古墳群：高松俊雄・柳田和久『北山田２号墳発掘調査概報』福島県郡山市教育委員会。柳田和久・高松俊
雄・柳沼賢治 1988「第１編　北山田遺跡・北山田３号墳」『郡山東部８』11 ～ 84 頁、福島県郡山市教育委員会。
郡山麦塚古墳：田中正能ほか 1962『郡山麦塚古墳』福島県郡山市教育委員会。
山中日照田遺跡：高松俊雄 1982『郡山東部Ⅱ』郡山市教育委員会。
清水内遺跡：武田正俊ほか 1999『清水内遺跡－６･ ８･ ９区調査報告－第１冊』郡山市教育委員会。
正直Ａ遺跡：山内幹夫ほか 1994『母畑地区遺跡発掘調査報告 34 正直Ａ遺跡』福島県文化財調査報告書第 288 集。
正直古墳群： 梅 宮 茂 ほ か 編 1964『 福 島 県 史 第 ６ 巻 資 料 編 １』 福 島 県。 佐 藤 満 夫・ 高 松 俊 雄 1977『 正 直
11･12･13 号墳－発掘調査概要－』福島県郡山市教育委員会。吉田幸一ほか 1982『正直古墳群第 30･36 号墳－
発掘調査概要－』福島県郡山市教育委員会。柳沼賢治ほか 1991「郡山市正直 35 号墳の測量調査」『福島考古』
第 32 号、31 ～ 38 頁、福島県考古学会。押山雄三ほか 1996『正直Ｂ遺跡』郡山市教育委員会。
大善寺古墳群：梅宮茂ほか編 1964『福島県史第６巻資料編１』福島県。柳沼賢治ほか 1998『大安場古墳群－第
２次発掘調査報告－』福島県郡山市教育委員会。
永作遺跡：柳沼賢治 1987「第６章永作遺跡」『郡山東部７』43 ～ 166 頁、福島県郡山市教育委員会。
東丸山遺跡：鈴木雄三 1987『東丸山遺跡　郡山カルチャーパーク関連報告書第１集』郡山市教育委員会他
渕ノ上古墳群：横須賀倫達 2009「渕ノ上１･ ２号墳出土遺物の調査と研究」『福島県立博物館紀要』 第 23 号、















『福島考古』第 40 号、71 ～ 82 頁、福島県考古学会。
仲ノ平古墳群：柴田令子ほか 1991『宅地造成工事（赤坂ニュータウン）に伴う発掘調査』須賀川市教育委員会。
仏坊古墳群：皆川隆男 1998『仏坊古墳群 11 号墳 12 号墳 13 号墳福島空港アクセス道路関連遺跡発掘調査報告
書Ⅳ』須賀川市文化財調査報告書。
前田川大塚古墳：福島雅儀 1989「福島県の横穴式石室」『東日本における横穴式石室の受容』第 10 回三県シン
ポジウム、920 ～ 974 頁。
前原古墳群：梅宮茂ほか編 1964『福島県史第６巻資料編１』福島県。江藤吉雄 1977「福島県須賀川市前原古墳
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群発見の飾大刀２題－環頭・方頭－」『福島考古』第 18 号、75 ～ 88 頁、福島県考古学会。








山崎遺跡：菅原祥夫ほか 1992「山崎史蹟 ( 第２次 )」『矢吹地区遺跡発掘調査報告 10』福島県文化財調査報告書



























鈴木一寿 2005『観音山横穴墓群発掘調査報告書』白河市埋蔵文化財調査報告書第 42 集。
下総塚古墳：鈴木一寿 2000『下総塚古墳発掘調査報告書（第４次調査）』白河市埋蔵文化財調査報告書第 30 集。









調査報告書第 74 集、53 ～ 88 頁。高橋信一ほか 1996『母畑地区遺跡発掘調査報告 39』福島県文化財調査報告
書第 328 集。
佐平林遺跡：目黒吉明・佐藤博重・大越道正 1978「第１編佐平林遺跡（Ⅰ－Ⅳ区）」『母畑地区遺跡発掘調査報告Ⅱ』
福島県文化財調査報告書第 67 集、11 ～ 116 頁。大越道正ほか 1980「第３編佐平林遺跡Ⅷ区」『母畑地区遺跡
発掘調査報告Ⅴ』福島県文化財調査報告書第 85 集、141 ～ 298 頁。
笊内古墳群：高橋信一ほか 1996『母畑地区遺跡発掘調査報告 39』福島県文化財調査報告書第 328 集。
西原遺跡：山内幹夫ほか　1980「第１編西原遺跡」『母畑地区遺跡発掘調査報告Ⅴ』福島県文化財調査報告書第















松史別巻１、 会津若松市。 伊藤玄三 1978「会津大塚山第２号墳の調査」『福島考古』 第 19 号、1 ～ 14 頁、 福
島県考古学会。会津大塚山古墳測量調査団編 1989『会津大塚山古墳測量調査報告書』会津大塚山古墳測量調査団。
藤原妃敏・菊地芳朗編 1994『企画展会津大塚山古墳の時代』福島県立博物館。藤原姫敏・菊地芳朗 1997「会津
大塚山古墳　南棺と北棺」『福島県立博物館紀要』第 11 号、１～ 24 頁、福島県立博物館。
石佛古墳：藤原妃敏・菊地芳朗 1997「会津大塚山古墳　南檜と北棺」『福島県立博物館紀要』第 11 号、1 ～ 24
頁、福島県立博物館。
一箕山古墳：鳥居龍蔵 1925『有史以前の跡を尋ねて』雄山閣。
大塚山横穴墓群：小滝利意 1979「大塚山横穴墓群」『文化財調査報告第５号』１～ 67 頁、会津若松市教育委員会。
天子宮古墳：石田昭夫 2005『天子ノ宮古墳』会津若松市文化財調査報告書第 97 号。
堂ヶ作山古墳：甘粕健ほか 1991『堂ヶ作山古墳Ⅰ　測量調査報告 1990 年発掘調査概報』会津若松市文化財調
査報告書第 17 号。甘粕健ほか 1992『堂ヶ作山古墳Ⅱ　1991 年発掘調査概報』会津若松市文化財調査報告書第
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22 号。甘粕健ほか 1996『堂ヶ作山古墳Ⅲ　1990･1991･1996 年度発掘調査の記録』会津若松市文化財調査報告
書第 50 集。
長山古墳：小滝利意 1979「長山古墳」『文化財調査報告第５号』68 ～ 85 頁、会津若松市教育委員会。
村北古墳：小滝利意 1971『会津若松市一箕町居合団地埋蔵文化財発掘調査報告書』会津若松市教育委員会。











島考古』第 14 号、53 ～ 73 頁、福島県考古学会。
館ノ内遺跡：和田聡ほか 1998『塩川西部地区遺跡発掘調査報告書３館ノ内遺跡』塩川町文化財調査報告書第４集。
田中舟森山古墳：吉田博行・高橋和 1992「福島県耶麻郡塩川町田中舟森古墳採集の埴輪」『福島考古』題 33 号、
49 ～ 54、福島県考古学会。





古』第 21 号、65 ～ 71 頁、福島県考古学会。
天神免古墳群：辻秀人 1995「天神免古墳群」『喜多方市史４』304 ～ 305 頁、喜多方市。
灰塚山古墳：辻秀人 1987『古墳測量調査報告』福島県立博物館調査報告第 16 集。
八幡塚古墳：辻秀人 1987『古墳測量調査報告』福島県立博物館調査報告第 16 集。




臼ガ森古墳：和田聡・古川利意 1993『坂下北部地区遺跡発掘調査報告書』会津坂下町文化財調査報告書第 32 集。
男壇遺跡：和田聡ほか 1990『男壇遺跡・宮東遺跡・中西遺跡』会津坂下町文化財調査報告書第 16 集。
鍛冶山古墳群：生江芳徳 1977「会津坂下町宇内青津古墳群森北、鍛冶山支群の前方後円墳の測量調査」『福島考古』
第 18 号、55 ～ 61 頁、福島県考古学会。古川利意ほか 1987『鍛冶山２号墳』会津坂下町文化財調査報告書第 12 集。
勝方鬼渡横穴墓群：山内強ほか 1975『勝方鬼渡横穴』会津坂下町教育委員会。




経塚古墳群：吉田博行ほか 1992『経塚古墳　経塚遺跡発掘調査報告書』会津坂下町文化財調査報告書第 29 集。
鎮守森古墳：吉田博行 1998『鎮守森古墳』会津坂下町文化財調査報告書第 50 集。
出崎山古墳群：生江芳徳 1977「会津坂下町宇内青津古墳群出崎山支群の測量調査」『福島考古』第 18 号、57 ～
74 頁、福島県考古学会。
長井前ノ山古墳：菊地芳朗・西村康 2000「長井前ノ 山古墳調査報告Ⅰ」『福島県立博物館紀要』第 15 号、37 ～ 46 頁、
福島県立博物館。菊地芳朗 2002「福島県会津坂下町長井前ノ山古墳」『考古学ジャーナル』第 492 号、26 ～
28 頁、ニュー・サイエンス社。
中平遺跡：吉田博行ほか 2003「中平遺跡」『会津坂下町内遺跡発掘調査報告書Ⅱ』会津坂下町文化財調査報告書
第 54 集、5 ～ 156 頁。







宮東遺跡：和田聡ほか 1990『男壇遺跡・宮東遺跡・中西遺跡』会津坂下町文化財調査報告書第 16 集。
森北古墳群：生江芳徳 1977「会津坂下町宇内青津古墳群森北、鍛冶山支群の前方後円墳の測量調査」『福島考古』
第 18 号、55 ～ 61 頁、福島県考古学会。吉田博行ほか 1999『森北古墳群』創価大学・会津坂下町教育委員会。

















形成過程の研究』79 ～ 108 頁。
長岡市（旧三島郡寺泊町）
大久保古墳群：寺村光晴 1991『寺泊町史　資料編１』。
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長岡市（旧三島郡和島村）
下小島谷古墳群：寺村光晴ほか 1997『和島村市通史編』。
柏崎市（刈羽郡旧西山町）
内越遺跡：横山勝栄・坂井秀弥・山本肇 1983『内越遺跡』新潟県教育委員会。
柏崎市（旧柏崎市）
吉井行塚古墳群：金子拓男ほか 1989『吉井行塚古墳群』柏崎市教育委員会。
上越市（旧上越市）
黒田古墳群：尾崎高宏 2002『上信越自動車道関係発掘調査報告書Ⅷ黒田古墳群』新潟県埋蔵文化財調査報告書
第 111 集。
上越市（中頸城郡旧清里村）
菅原古墳群：中川成夫・岡本勇 1961『新潟県考古遺跡要覧Ⅱ－上越古墳編』新潟県教育委員会。
妙高市（旧新井市）
観音平古墳群：新井市教育委員会 2000『新井市遺跡確認調査報告書』。
南魚沼市（旧南魚沼郡六日町）
飯綱山古墳群：甘粕健ほか 1983『新潟県史　資料編Ⅰ原始・古代一　考古編』新潟県。橋本博文ほか 1997『飯
綱山古墳群（10･27 号墳）測量調査報告』新潟大学考古学研究室。橋本博文ほか 1998・2001･2002『新潟大学
考古学研究室調査研究報告』１･ ３･ ４、新潟大学人文学部。
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